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Crown English Communication I, pp. 98–99. 

Lesson 7 

Paper Architect  

 

Ban Shigeru is a world-famous architect.  He built a museum  

in France and the Nihon-kan at an international exposition      

in Germany. Perhaps he is best (1)known for using unusual 

materials like paper tubes.  

 

－1 

On January 17, 1995, there was a great 

earthquake in the Hanshin area.  Ban Shigeru went 

to Kobe and saw many of the victims of the 

earthquake standing together near their church;    

it had been badly (2)damaged.  He asked the priest, 

“Why don’t we build a new church using paper  

tubes?”  At first, the priest did not (3)agree to the 

offer.  He said that the most important thing should 

be housing for the victims. 

Ban visited the church many times to talk to  

the priest.  He told the priest that the church was  

important because it would (4)serve as a 

community center for the earthquake 

victims.  Finally, the priest understood 

Ban’s way of thinking.  Ban and more 

than 300 volunteers worked together to 

build the church. 
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Lesson 7—Lead 

(1) known  2b, p. 1072. 

 

・ 教科書本文では known for using…と for

が後続していることからbe known for A

の文型表示がある 2b に導く。 

・ 語義に続くの解説で，文型表示の A には

名詞，動名詞が来ることをチェックさせて，

教科書本文では代名詞になっていること

を確かめさせる。 

・ 辞書の第 1用例が教科書本文と同じコロケ

ーション(is best known for …)を使ってい

るので参照させる。太字用例であることか

ら，よく用いられる語の組み合わせ(コロケ

ーション)であることに触れるとよい。 

 

Lesson 7—Section 1 

(2) damage  1, p. 472. 

 
・ 教科書本文が受動態であることを確認さ

せる。辞書では動詞が取る典型的な主語・

目的語(選択制限)が山形かっこで示されて

いるのでチェックさせる。It (ここでは= 

their church「彼らの教会」)という建物が

主語になっていることから，〈物・体の一部

など〉を従える語義 1 を参照させる。 

・  辞書の第 1用例が教科書本文と同じコロケ

ーション(badly damaged) であることを

確認させ，頻度の高い表現として太字にな

っていることに注意させる。また角かっこ

[  ]は「言い換え可能」ということを示して

いるので，badly の他に seriously という

副詞も使われることをチェックさせる。 

・ 第１用例の用例訳を参照させ，教科書のこ

の部分が「それ[彼らの教会]は甚大な被害

を受けていた[大きく損壊していた]」とい

う意味になることを理解させる。 

 

 

(3) agree 3, p. 45. 

 

・ 教科書本文が agree to the offer と to が後

続していることから語義 3 に導く。2 つの

文型表示を比較させた後，教科書のこの部

分では to には動詞の原形ではなく名詞が

来ていることからagree (to A)の形にな

っていることを確かめさせる。 

・ 文型表示に続く語義では丸かっこ(  )で示

した意味の補足説明をチェックさせる。教

科書のこの部分では「(議論・説得しても)当

初，司祭はその申し出に同意しなかった」

と述べていることに注意させる。 

・ 辞書の第 2 用例では A の部分に来る名詞

が「人」の場合は to ではなく with を用い

ることが×を使って示されているので確認

させる。agree はよく使われる動詞なので，

前置詞の違いで用法や意味が異ってくる

ことをしっかり理解させる。 

 

(4) serve  1, p. 1709. 

 

・ 教科書本文では主語が it (=church)であり，

serve の後が名詞でなく前置詞の as であ

ることを確かめさせ，自動詞を調べさせる。 

・ 二重山形かっこで共によく使われる

前置詞が示されているのでチェックさせ

る。教科書本文と同じ as を伴うと示して

いる語義 1, 2a, 2b のうち，語義 2a, 2bは

それぞれ「…として勤務する」「…として奉

公する」という意味であり，主語が「教会」

である教科書本文とは合わないことを確

かめさせ，語義 1 を確認させる。 
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Crown English Communication I, p. 100. 

 
－2 

How did Ban become (1)interested in helping 

people in need?  And why did he begin building  

with paper tubes? 

When Ban began practicing architecture in  

1984, he wanted to be different from other  

architects.  It (2)seemed to him that they were often 

interested in working for rich, powerful people.    

On the other (3)hand, he felt that as an architect he 

should help people affected by disaster.  He started  
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Lesson 7—Section 2 

(1) interested  2, p. 1013. 

 

・ interested には in が続くことが多いとい

うことは生徒たちも知っているだろうが，

辞書には頻出する形が文型として示され

て い る こ と に 注 意 さ せ た い 。 be 

interested (in A)の文型表示がある語義

1 を参照させて，interesting が叙述用法で

用いられること，興味の対象は in で導か

れることを確かめさせる。辞書ではしばし

ば省略可能な部分が(  )に囲って表示さ

れていることにも触れ，辞書の最後の用例

で確認させる。 

・ 教科書本文が interested in helping と前置

詞 in＋doing の形が続いていることから，

be interested in doing/to doの文型表

示がある 2に導き，意味を確認させる。文

型表示の中では言い換え可能な部分がス

ラッシュ( / )を使って表現されていること

に注意させ，この文型では動名詞だけでな

く to 不定詞も使えるということを確かめ

させるのもよい。 

 

(2) seem  2a, p. 1696.

 

・ 教科書本文が It seemed to him that ….と

it で始まり to＋人＋that 節が続いている

ので，it seems [would seem] (to A) 

(that)節の文型表示を手掛かりに 2a を

参照させる。角かっこ[  ]を用いた言い換

えや，(  )の部分が省略可能であることに

も注意させたい。 

・ 構造がシンプルな辞書の第 1用例を使って

it が that 節の内容を表していることを理

解させる。教科書本文では to him が使わ

れていることから，この部分では「彼[=坂

氏]には，彼ら[=ほかの建築家]は多くの場

合，裕福で権力のある人のために働くこと

に興味を抱いているように思われた」とい

う意味になることを確かめさせる。 

・ コラムには it seems の詳しい用法が

説明されているので，参照させるとより理

解を深めさせることができる。 
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(3) hand  on the other hand, p. 874. 

 

・ 重要成句として赤いアステリスク(*)が付

いているので注意させる。 

・ 対比のいう大まかな意味の表示がある

ことを確かめさせる。成句義に続いての

注記で用法が説明されているのでチェッ

クさせる。教科書本文では前文で述べられ

た「裕福で権力のある人のために働くほか

の建築家」と「被災者を助ける坂氏」とが対

比されていることを確認させる。 

・ 長文読解に役立つ情報が読解のポイントコラ

ムに掲載されているので確認させる。特に

第１用例は on the other hand を使ってい

るので，例として参照させる。こうした対

比の表現に注意して読むことで，著者の論

点がわかりやすくなることを理解させた

い。 
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Crown English Communication I, p. 101. 

 

using paper tubes for disaster- 

relief (1)structures because they are 

strong and easy to find. 

In (2)addition to his work in 

Kobe, Ban has built a paper-tube 

school in China, and a paper-tube 

church in New Zealand. Ban has 

also used shipping (3)containers to 

make temporary housing in 

Miyagi.  

One of the keys to Ban ’s 

success is that he does not let 

anything stand in his way. When 

there was a big earthquake in 

Haiti in 2010, the airports were 

closed. Ban did not give up. He (4)flew to the 

Dominican Republic and, together with some 

students, drove for six hours to get to Haiti.  They 

then built shelters for the victims using paper   

tubes. 
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(1) structure  2, p. 1875.

 

・ 教科書本文が建築の話であることから語

義2に導き，ここでは「災害救済の建築物」

という意味になることを確認させる。 

・ structure は語義 1 の「構造」の意味でも

しばしば用いられるので，同時に確認させ

ておくとよい。 

 

(2) addition,  in addition to A, p. 27.

 

・ 重要成句として赤いアステリスク(*)が付

いているので注意させる。 

・ A の部分に来る要素は名詞・動名詞である

ことがを使って示されているのでチェ

ックさせる。教科書本文では名詞句が続い

ており，「神戸での仕事に加え」という意味

になることを確認させる。 

・ 関連表現として，「列挙・追加」を示す表現

をまとめた読解のポイントコラムが in addi- 

 

 

tion to A のすぐ上にあるので参照させる

とよい。長めのコラムだが，生徒の読解力

アップにつながり，大学受験の長文読解に

も役に立つ情報である。時には時間をかけ

た辞書引き活動も大切だということを認

識させたい。 

 

(3) container 2, p. 413.

 

・ p.103 の写真とキャプションを参照させて

語義 2に導き，教科書本文では「仮設住宅

を作るのに輸送用コンテナを使った」とい

う意味になることを確かめさせる。 

・ 見出し語に続く発音記号について調べさ

せる機会はそれほどないかもしれないが，

「コンテナ」というカタカナ語の発音から

類推されるアクセントの位置や母音の発

音と違っているので注意を促すとよい。第

一強勢のある二重母音であること(発音記

号の/éɪ/の部分)だけを説明してやると生徒

も理解しやすい。 

 

(4) fly  2, p. 738.

 

・ 教科書本文では主語が He であり，前置詞

句が続くことから自動詞用法であること

を確かめさせる。 

・ 主語として選ばれる名詞(選択制限)を表す

山形かっこに囲って〈人が〉と示している

ことや，教科書本文が空港について触れて

いる部分であることから語義2を参照させ

る。教科書のこの部分が，ハイチの空港が

閉鎖されてもあきらめず，「ドミニカ共和国

に飛行機で行って」，車で現地入りしたと

いう意味になることを確認させる。「…へ

飛行機で行く」という場合，生徒は go to … 

by airplane [plane] を思い浮かべがちだ

が，自動詞ひとつで fly to … とシンプルに

表現できることにも注意させる。
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－3 

Ban  started  an  NGO  called  Voluntary 

Architects’ Network (VAN) in 1995.  VAN works   

to help victims of disasters such as earthquakes  

and (1)war all over the world. 

Ban believes that relief structures should      

be beautiful.  Because they help restore the (2)self- 

respect of disaster victims, his shelters have been 

called “dignity buildings.”  Ban says that just 

(3)because a structure is temporary doesn’t mean   

it shouldn ’t look good.  “Displaced people are 

damaged in spirit as well as in body,” he explains.   
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Lesson 7—Section 3 

(1) war 1, p. 2118.

 

・ 語義 1に続くのロゴと，具体例では

という用法指示をチェックさせる。単に

「戦争が勃発した」という表現に使われて

いる辞書の第１用例は冠詞のない不加算

用法で，「フランスとの(ある)戦争に勝つ

[負ける]」という具体的な例を示した第 3

用例は不定冠詞のついた加算用法である

ことを確認させる。 

・ 教科書本文では earthquakes and war と

andで 2つの名詞が並列されていることを

確かめさせる。一般に「地震」「戦争」とい

う場合，可算名詞の earthquake は複数形

に，不可算名詞の war は単数形のままにな

ることに注意させる。 

 

(2) self-respect , p. 1699.

 

・ 語義は１つなので簡単に調べさせること

ができる。同じページに self-で始まる単語

がたくさん載っていることに注意させる。 

・ 隣のページに self-という見出し語を探さ

せて，というロゴを確かめさせる。

self-は後ろに来る語と複合して，別の語を

作る要素であることを確認させる。 

 

・ self-が持つ意味を確かめさせて，教科書本

文の self-respect が self- (自ら)と respect 

(尊重)という意味が複合して「自尊心」を表

していることを理解させる。p.1698–1700

には self-で始まる単語がたくさん載って

いるので，生徒の知っている語を自由に探

させると接頭辞に対する興味が深まる。紙

の辞書だからこそできる辞書引き活動と

して生徒に経験させたい。 

 

(3) because 3, p. 168.

 

・ 教科書本文では that 節内で because が使

われていること，そこで just because で始

まる節が主語になっており，それにdoesn’t 

mean …が動詞句として続いていることを

確認させる。 

・ 同じ形が太字用例になっているので，語義

3 のコラム(2)をチェックさせる。用例

訳や，慣用的に just because で始まる節が

主語になるという説明を確認させる。教科

書本文が「建物が一時的なものだからといっ

て，見栄えがよくなくていいということには

ならない」という意味になることを理解さ

せる。 
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“They have to stay in nice places.  I (1)think it very 

important that they see something beautiful.” 

A man who survived 3/11 said that his 10-   

year-old daughter was smiling and happy after the 

family moved into Ban’s attractive housing in  

Miyagi.  The man said, “That was the first time 

(2)since the disaster that I had any real sense of  

relief.”  Though the Miyagi housing is meant to    

be temporary, some of the people living there like    

it so much that they want to stay for (3)good. 
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(1) think  1d, p. 1966.

 

・ 教科書本文が think it very important に

that 節が続いていることをチェックさせ

て，ここでは it を形式目的語(実際の内容

は that節内)にした SVOCの文型であるこ

とを確かめさせる。 

・ think A (to be) Cの文型表示を手掛か

りに 1dを参照させる。(  )内の to be は

省略可能であることを示しているので，教

科書本文では省略されていることを確か

めさせる。 

・ 辞書の第 4用例が教科書本文と同じ形式目

的語を使った文になっているので確認さ

せ，教科書のこの部分は「彼らが何か美し

いものを見ることはとても大切だと思う」

という意味になることを理解させる。 

・ 1d に続くコラムには think と同様に

しばしば形式目的語を取る find it (to be) 

C の形や，2 つの用法の違いが説明されて

いるのでチェックさせるとよい。 

 

(2) since  2b, p. 1758.

 

・ 教科書本文では since が first という序数

の後で用いられていることから，序数の

後でという用法指示のある語義 2a を参

照させる。 

・ 辞書の第 2用例が教科書本文とよく似た形

になっているのでチェックさせて，用例訳

から教科書のこの部分が「私が本当の安堵

感を持ったのは震災以来はじめてのこと

だった」という意味になること確認させる。 

・ 語義に続いて(↑ 2a)という参照指示が

あることに注意させる。since が接続詞と

して用いられる場合も同様の表現が可能

であることを確かめさせる。 

 
 

(3) good  for good, p. 835.

 
・ 成句義から教科書のこの部分が「ずっとそ

のままいたい」という意味になることを確

認させる。for も good も生徒のよく知る単

語だが，組み合わさって成句になった場合，

類推できない意味があることに気づかせ

たい。 
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－4 

In 2014 Ban won the Pritzker Architecture  

Prize.  Some people call it the Nobel Prize of 

architecture.  One of the judges said that it is 

wonderful  that  a  first-rate  architect  (1)devotes 

himself to disaster victims.  His buildings serve 

their aesthetic as well as their everyday needs. 

Ban says, “This prize encourages me to (2)keep   

on doing what I am doing.  Don’t change; try to  

grow.”  For him, “to grow” does not mean making  

the tallest building or having the biggest office. In 

(3)fact, he says he would like to have an even smaller 

office.  He wants to have more time to spend in 

disaster areas rather than in his office. 
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Lesson 7—Section 4 

(1) devote 2, p. 517.

 

・ 教科書本文が devotes himself to disaster 

victims と再帰代名詞＋toの形を取ってい

ることをチェックさせ，devote oneself 

to A/be devoted to Aの文型表示のある

2 に導く。訳語を参照させ，教科書のこの

部分は「被災者に自分のすべてを捧げる」と

いう意味になることを理解させる。 

・ 文型表示内ではスラッシュ( / )で区切って

別の形を取ることも示されているので，受

動態でも使われることに注意させるとよ

い。

 

(2) keep  2a, p. 1053.

 
・ 教科書本文が keep on doing という形にな

っていることをチェックさせ，keep (on) 

doingの文型表示がある 2a に導く。丸か

っこ内の要素は省略可能であることを示

していることに注意させ，on が省略された

場合はkeep doingの文型表示がある語

義 2b と同じ形になることを確かめさせる。

・ 2 つの意味の違いを比較させてから，語義

2a の訳語に続くの注記にある，on につ

いての解説を確認させる。教科書本文では

「(普通ならやめてしまうような状況下で

も)やめないでやり続けるよう私を励まし

てくれる」という意味合いを出すために on

が使われていることを理解させる。 

 

(3) fact  , in (actual) fact, p. 679.

 

・ まず，教科書本文の前文が「彼にとっては

『成長する』とは，最も高いビルを作ること

も最も大きなオフィスを持つことも意味

しない」と述べていることを確認させる。

続く In fact で導かれる部分が「彼はもっ

と小さなオフィスを持ちたいと言う」と述

べていることから，「成長するのに今まで

より小さいオフィスで働く」という一見矛

盾する内容が続いていることに注意させ

る。  

・ 大まかな用法を示すに囲って「否定・

訂正」を意味するとした成句義(2)を参照さ

せる。語義の補足説明を示した( )を含め，

「(前言や予想とは異なることを強調して)

それどころか」という意味を表すことを確

認させる。教科書のこの部分は「(普通の『成

長する』こととは違って，いちばん高いビ

ルや大きなオフィスなどを持つことなど

彼にとって重要ではなく，)むしろそれどこ

ろかもっと小さなオフィスを持ちたい」と

述べていることを理解させる。  
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Crown English Communication I, p. 105. 

 

Ban always seems to be looking for ways to  

grow,  (1)whether working  in  disaster  relief  or 

designing new buildings.  He believes architects 

must be aware that people need not only shelter   

for the body but also beauty and dignity for the  

spirit.  Through his tireless efforts to build shelter 

and dignity, Ban is changing our world for the  

(2)better. 
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(1) whether  2, p. 2151. 

 

・ 教科書本文では whether 節が主語や目的

語といった名詞としての働きではなく，主

節の文に続いて，全体を修飾する副詞の働

きをしている副詞節であることを確認さ

せる。譲歩の副詞節を導いてというサイ

ンポストを探させて語義 2 に導き，教科書

本文が「災害救援活動であろうと，新しい

建物のデザインであろうと」と述べている

ことを確かめさせる。 

・ の注記を参照させる。特に(2)には，副詞

節で使われるwhetherは語義 1aの名詞節

の whether のように if 節で言い換えるこ

とができないとあるので，注意させる。 

 

 

 

(2) better  for the better, p. 189.

 
・ 教科書本文では，形容詞比較級ではなく前

置詞に導かれた名詞であることに注意さ

せて，名詞の成句を調べさせる。 

・ 成句義に続き，この成句とともに使われる

ことの多い語(選択制限)が山形かっこで示

されているのでチェックさせる。成句義の

「より良く〈変える・改善するなど〉」とい

う部分が，教科書本文の is changing the 

world (世界を変えている)という表現と合

っていることを確かめさせる。 

 

 


